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第1章 – 概要

	● オーディオ入/出力
	- IN（入力）: オーディオソースを接続します。（ラ
イン-イン）。前面に内蔵マイクがサポートされます。
（JS-CW5031のみ）

	- OUT（出力）：アンプに接続します（ライン-アウト）。.
本装置はオーディオ出力アンプを含まないため、ス
ピーカに接続する場合には、ユーザーはアンプと
スピーカを用意する必要があります。

	● アラーム入/出力
	- OUT（出力）： BJT（バイポーラトランジスタ）のオ
ープンコレクタ（Open Collector）出力で、電圧
及び電流仕様（最大負荷: 30mA、最大電圧: DC 
5V）を超えて使用しないでください。仕様を超過
するアラーム装置を接続する場合は下図を参考し
て下さい。

誘導負荷（リレーなど）を接続する場合、ダイオードを
並列に連結しないと製品が壊れることがあります。

	- IN（入力）: アラーム・イン装置を接続します。.
（動作方法: NC（Normally Closed）、または
NO（NormallyOpen）タイプ選択可）→ 機械的、
または電気的スイッチをアラーム入力とGND（接
地）コネクターに接続します。アラーム入力範囲は
0~5Vです。電気的スイッチによるアラーム入力が
感知されるためには、NCの場合4.3V以上の電圧
が、NOの場合0.3V以下の電圧が少なくとも0.5秒
の間保持される必要があります。

•	 設置地域内の法規が映像及びオーディオ監視を
許諾するかどうかを調査することは使用者の責
任です。

•	 DC 12V電源からPoE電源に切り替える場合、電
源アダプターが取り外されてからシステムが再
起動します。

•	 電源コードは足にひっかからないように配線
し、コードが家具などによって傷がつかないよ
うにご注意下さい。電源コードをじゅうたんや
カーペットの下に設置せず、一つのコンセント
にあまり多くの装置を接続して過負荷が生じな
いようにご注意ください。

	● SDメモリカードスロット
マイクロSDメモリーカード（SanDiskまたは
TranscendメーカーのSLC（Single Level Cell）ま
たはMLC （Multi Level Cell）タイプの製品推奨）を
挿入します。.
micro SD/SDHC/SDXC Class6以上 最大512GB.
※Class10（U1/V10）以上を推奨

	• システム動作中にはSDメモリカードを取り除
かないでください。システム動作中にSDメモ
リカードを取り除くとシステムが正しく動作し
なかったり、SDメモリカードに保存された録
画データが損傷することがあります。

	• SDメモリーカードは寿命のある消耗品です。
使用回数が増えるほどメモリーセクターが損傷
し、録画できなかったりデータが損失すること
があります。SDメモリーカードを定期的に点
検し、必要な場合は交換してください。

	● ケーブルラバー
ケーブルラバーを外して再度下部カバーに装着すると
き、きちんと装着されていないと液体や異物が入る恐
れがあります。

入/出力コネクタ
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第1章 – 概要

Alarm

In アラーム入力
GND アース

Out アラーム出力（Active Low - 
Open Collector Output）

Audio
In オーディオ入力
GND アース
Out オーディオ出力

レンズ

モータ駆動式可変焦点レンズ

レンズが衝撃を受けた場合、誤動作することがあ
りますので設置および取扱いにご注意ください。 

ファクトリーリセット

ファクトリーリセットボタンは、カメラを工場出荷時の初
期設定に戻す場合に使用します。

ファクトリーリセットを行う場合、ユーザーが設定
したカメラのすべての設定値が失われます。

1	 電源を切ってください。

2	 ドームのカバーを外した後、ファクトリーリセッ
トボタンを押してください。

3	 ボタンを押した状態で、電源（イーサネットケー
ブル）を再度接続してください。

4	 カメラに通電したら、約5秒後に押していたボタ
ンを離してください。

5	 本装置が初期化されファクトリーリセットを完了
すると、カメラが再起動します。これでカメラ
のすべての設定は工場出荷時の初期設定状態にな
ります。
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第1章 – 概要

本デバイスがオンになっている状態でファクトリー
リセットボタンを短く押してから手を離してファク
トリーリセットを実行するか、リモートでネットワ
ークビデオのインストールツールプログラムを実行
してファクトリーリセットを実行することができま
す。ファクトリーリセットを完了した後には、シス
テムが再起動されます。リモートファクトリーリセ
ットに関する詳しい内容はJSS-TOOL取扱説明書を
お読みください。

設置

本製品を設置する際には、特別な工具は必要ありま
せん。 
全システムを構成する他の装備に関しては、各デバイ
スの設置説明書をご参照ください。

ドームカバーを外す

JS-CW5031

1	 ドームカバーを解除マークまで回してください。

2	 ドームカバーを外します。
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第1章 – 概要

JS-CW5041

1	 まず付属品として提供されたトルクスレンチでネ
ジを反時計周りに回します。

2	 ドームカバーを外します。 

SDメモリカードを挿入する

スロットにSDメモリーカードを挿入する時は、カメ
ラの電源を切り、「microSD」が印刷された面を上
にしてください。

JS-CW5031

micro
SD

micro
SD

JS-CW5041

micro
SD

micro
SD

スロットからSDメモリカードを取り外す時は、SDメ
モリカードの端部分を少し押してください。

.
microSDのロゴは、SD-3C、LLCの登録商標です。
 

設置する

	• 壁または天井の補強工事が必要になるのか確認してくだ
さい。壁または天井がカメラを支えられるだけの強度が
ないと、カメラが落下することがあります。

	• カメラを直射日光の当たる場所に設置した場合、製品に
悪影響を与えるため涼しい場所に設置してください。

カメラと共に提供される設置シートを利用してネジ
の間隔を確認することができます。



13

第1章 – 概要

JS-CW5031

1	カメラと共に提供される設置用のアンカーやネジ
を用いて本体を壁または天井に固定します。 

カメラと共に提供される設置シートを利用してネ
ジの間隔を確認することができます。

2	 外部装置、およびネットワークを接続します。

3	 画像を見て適切な角度に合わせます。詳しい内容
は角度調整をお読みください。

JS-CW5041

1	 点線を基準にケーブルラバーの突出部を切り取っ
てください。

2	 保護コネクターを使ってLANケーブルをケーブル
ラバーに通してください。

LANケーブルのモールディング部分によって挿入し
にくい場合、潤滑剤などを使用して挿入することが
できます。

3	 防水性能を維持するために、ケーブルとケーブル
ラバーのブッシング部分との間に隙間ができない
よう、位置を調整して下さい。

電源およびアラームケーブルのように細いケーブル
または複数本のケーブルを通す場合、ケーブルとケ
ーブルの間から水が侵入してしまうため、完璧な防
水処理のために別途のシリコン仕上げが必要です。 
（シリコン仕上げ部分 - 下の図を参照）
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4	 ケーブルラバーを下段のカバーに取付けます。

5	 湿気を防止するために防湿剤を使用します。図の
ように防湿剤を内部の指定された空間に取り付け
てください。

防湿剤

6	 製品に同梱される設置用アンカーとネジを利用し
て、本体を壁または天井に固定します。

カメラと一緒に提供されるガイドパターンを利用し
て、ネジの間隔を確認できます。

7	 ネットワークケーブルを接続します。

8	 映像を見ながら適切な角度に調節します。詳しい
内容は角度調節部分をお読みください。

角度調節

カメラ角度は3軸の回転調整が可能です。

3

21

1
回転（ローテーショ
ン）方向

3 水平（パン）方向

2 垂直（チルト）方向

	● 回転（ローテーション）方向
レンズの回転角度を調節します。
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	● 垂直（チルト）方向
レンズの傾斜角度を調節します。レンズを上下に動か
します。

	● 水平（パン）方向
レンズの水平角度を調節します。水平（パン）方向台を
右回りまたは左回り方向に動かします。

ドームカバーを閉じる

JS-CW5031
ドームカバーを下段カバーに固定します。ドームカバ
ーをロック位置まで回してドームカバーをロックさせま
す。

JS-CW5041

1	 先にテープを防湿剤に付着してから下記の絵の
通りドームカバーの指定の位置に付着します。

排水穴と壁・天面の取り付け穴の位置を確認して
ください。 

防湿剤
テープ

排水穴

設置穴

ドームカバーを閉じる前に、乱反射防止用ブッシ
ング（Gasket ring）がしっかりと固定されている
かどうか確認してください。

2	 製品と一緒に提供されるトルクスレンチを利用し
てドームカバー用ネジを時計回りに回わしてド
ームカバーを固定します。

ドームカバーの奥側と外側の保護シートを除去し
てください。
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または

オーディオ入力

オーディオ出力

ネットワーク
カメラ
JS-CW5031ネットワーク

遠隔監視（WEB Client 2）

録画（ネットワークビデオレコーダ）

micro SDメモリカード

アラーム出力

センサ入力

PCにインストールしたソフトウェアによってネットワークに接続されたカメラを制御します。
画像を録画する場合は、ネットワークビデオレコーダが適しています。

第2章	–	カメラ接続

JS-CW5041
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第3章 – 付録

故障の際の確認事項（Q&A）

症状 確認事項

カメラ本体に電源が入りま
せん。

•	 PoEスイッチの電源状態を確認します。
•	 コンセントの電源を確認します。

PoEスイッチが認識されま
せん。

カメラに接続された入/出力デバイスとPoEスイッチのアースの状態を確認しま
す。アースされてない場合、アースして使用してください。

監視映像が表示されませ
ん。

•	 カメラに電源が入っているか確認します。
•	 PCおよびネットワークカメラのネットワーク接続状態を確認します。

映像がぼやけて見えます。 •	 レンズに埃が付いていないか確認してから、きれいな布やブラシで拭き取り
ます。
•	 画面に明るい光がたくさん入りすぎる場合、カメラの位置と角度を適切に調
節します。

映像の色が違って見えま
す。

カメラの設定時ホワイトバランス設定を確認します。自動に設定した場合、ホ
ワイトバランスを調節するのに若干の時間がかかります。

映像が点滅します。 カメラが太陽や蛍光灯に向かい合うように設置されている場合、カメラの方向
を調節します。

Admin IDとパスワードを忘
れてしまい、ネットワークカ
メラに接続できません。

登録した電子メールアドレス宛に、パスワード再設定の認証番号を発行してパスワー
ドを再設定することができます。登録したメールアドレスも忘れてしまった場合、ファ
クトリーリセットが必要です。ファクトリーリセットを遂行すると、ネットワーク
設定を含めるすべての設定値が工場出荷時の初期値に戻り、現在の設定値がす
べて失われます。万が一のため、ファクトリーリセットを実行した後IDおよび
パスワードを別途に記録してください。

WEB Client 2が実行され
ません。

WEB Client 2 のログイン画面が表示されない場合、必要なPCの要求事項が満た
されているか、再度ご確認ください。（ブラウザはMicrosoft EdgeあるいはGoogle 
Chromeが必要です。）WEB Client 2 は初回使用時にインストールが必要です。
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製品の仕様

本製品の仕様は、製品の改良のため、事前予告なしに変更されることがあります。

仕様

φ122.4

φ104φ100

φ
5 取
付
穴 8

φ4
.5 取
付穴

6 44
.5 10
3.
4

外形寸法図

イメージセンサ 1/2.8 インチ 5MP CMOSセンサ
画像解像度 最大 2592 × 1944
走査方式 プログレッシブスキャン
レンズ f=3.0-13.5mm（モータライズドバリフォーカル）、F1.4 ～ 3.2、DCオートアイリスレンズ

画角
[5MP] 水平：約 31～ 91度、垂直：約 23～ 66度、対角：約 38～ 120 度
[4MP] 水平：約 31～ 91度、垂直：約 17～ 49度、対角：約 35～ 107 度

最低被写体照度 カラー：0.15 lx @F1.4、白黒：0 lx（赤外線 LED点灯時）
ダイナミックレンジ 120dB（True WDR）
電子シャッター 自動 /手動（1/30 ～ 1/10,000）、フリッカレス、スローシャッター（1/7.5、1/15）
デイ／ナイト機能 IR カットフィルター（自動スイッチ）
赤外線照射距離 最大 約 30m

機能
ホワイトバランス（AUTO、マニュアル、プリセット）、シャープネス（JSS遠隔監視システムからのみ操作）、2DNR（常時
ON）/3DNR（レベル設定可）、逆光補正、プライバシーマスキング、動体検知、タンパリングアラート、トリップゾーン

画像圧縮方式 H.265、H.264（MP）、M-JPEG
ビットレート制御 H.265 - CBR / VBR、 H.264 - CBR / VBR

最大フレームレート
4:3 mode : 30ips : 2592 × 1944（WDR）
16:9 mode : 30ips : 2592 × 1456（WDR）

音声圧縮方式 ADPCM 16K、G.726、G.711 u-Law、G.711 a-Law

対応解像度
4:3 : 2592 × 1944、1920 × 1440、1280 × 960、640× 480
16:9 : 2592 × 1456、1920 × 1080、1280 × 720、640 × 360

ストリーミング数 4
ＯＮＶＩＦ対応 Profile S（ver16.12）　※ONVIF 接続する場合の画像圧縮方式はH.264 となります。
イーサネット RJ45（10 / 100 BASE-T）
オーディオ入出力 入力（ライン）：× 1　出力（ライン）：× 1
内蔵マイク 1
アラーム入力 1TTL、NC/NO Programmable、4.3V（NC）または 0.3V（NO）threshold、DC5V
アラーム出力 1TTL open collector、最大負荷：30mA、最大電圧DC5V
外形寸法 ／ 質量 約 122.4（径）× 103.4（高）mm / 約 400g
使用温度範囲 ー 10℃～＋ 50℃（湿度：～ 90％ ※結露しないこと）
電源 ／ 消費電力 DC12V・1A 最大 約 12W / PoE（IEEE 802.3af、Class 3）、9.5W
ＩＰ等級 ／ ＩＫ等級 ―
対応メモリーカード（別売）microSD/SDHC/SDXC メモリカード Class6以上 最大512GB ※Class10（U1/V10）以上を推奨

同梱物
カメラ本体×1、インストールCD（ソフトウェア、取扱説明書）×1、クイックガイド（簡易マニュアル×1）、固定用ねじ・
アンカープラグ×各2、ターミナルブロック（2P、6P）×各1、設置シート×1、DCジャック付きケーブル×1、保証書×1

単位：mm

JS-CW5031

第3章 – 付録
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製品の仕様

本製品の仕様は、製品の改良のため、事前予告なしに変更されることがあります。

仕様

104.4

46.3
5.9

φ1
42

120°

3ーφ4.3 取付穴

2ーφ17通線穴

φ155

φ100

120°

外形寸法図

イメージセンサ 1/2.8 インチ 5MP CMOSセンサ
画像解像度 最大 2592 × 1944
走査方式 プログレッシブスキャン
レンズ f=3.0-13.5mm（モータライズドバリフォーカル）、F1.4 ～ 3.2、DCオートアイリスレンズ

画角
[5MP] 水平：約 31～ 91度、垂直：約 23～ 66度、対角：約 38～ 120 度
[4MP] 水平：約 31～ 91度、垂直：約 17～ 49度、対角：約 35～ 107 度

最低被写体照度 カラー：0.15 lx @F1.4、白黒：0 lx（赤外線 LED点灯時）
ダイナミックレンジ 120dB（True WDR）
電子シャッター 自動 /手動（1/30 ～ 1/10,000）、フリッカレス、スローシャッター（1/7.5、1/15）
デイ／ナイト機能 IR カットフィルター（自動スイッチ）
赤外線照射距離 最大 約 30m

機能
ホワイトバランス（AUTO、マニュアル、プリセット）、シャープネス（JSS遠隔監視システムからのみ操作）、2DNR（常時
ON）/3DNR（レベル設定可）、逆光補正、プライバシーマスキング、動体検知、タンパリングアラート、トリップゾーン

画像圧縮方式 H.265、H.264（MP）、M-JPEG
ビットレート制御 H.265 - CBR / VBR、 H.264 - CBR / VBR

最大フレームレート
4:3 mode : 30ips : 2592 × 1944（WDR）
16:9 mode : 30ips : 2592 × 1456（WDR）

音声圧縮方式 ADPCM 16K、G.726、G.711 u-Law、G.711 a-Law

対応解像度
4:3 : 2592 × 1944、1920 × 1440、1280 × 960、640× 480
16:9 : 2592 × 1456、1920 × 1080、1280 × 720、640 × 360

ストリーミング数 4
ＯＮＶＩＦ対応 Profile S（ver16.12）　※ONVIF 接続する場合の画像圧縮方式はH.264 となります。
イーサネット RJ45（10 / 100 BASE-T）
オーディオ入出力 入力（ライン）：× 1　出力（ライン）：× 1
内蔵マイク ―
アラーム入力 1TTL、NC/NO Programmable、4.3V（NC）または 0.3V（NO）threshold、DC5V
アラーム出力 1TTL open collector、最大負荷：30mA、最大電圧DC5V
外形寸法 ／ 質量 約 155.0（径）× 104.4（高）mm / 約 1,000g
使用温度範囲 － 40℃～ +55℃（湿度：～ 90％ ※結露しないこと）
電源 ／ 消費電力 DC12V・1.1A 最大 約 13.2W / PoE（IEEE 802.3af、Class 3）、11W
ＩＰ等級 ／ ＩＫ等級 IP67 / IK10
対応メモリーカード（別売）microSD/SDHC/SDXC メモリカード Class6以上 最大512GB ※Class10（U1/V10）以上を推奨

同梱物
カメラ本体×1、インストールCD（ソフトウェア、取扱説明書）×1、クイックガイド（簡易マニュアル）×1、トルクスレンチ×
1、保護コネクタ×1、固定用ねじ・アンカープラグ×各3、防湿剤×3、両面テープ×2、ターミナルブロック（2P、6P）×各
1、設置シート×1、DCジャック付きケーブル×1、保証書×1

単位：mm

JS-CW5041

第3章 – 付録



アフターサービスについて

この製品は「保証書」を別途添付しております。所定事項の記入および記載内容をご確認いただき、大切に保管してください。

■ 保証について
正常な使用状態で、保証期間内に万一故障が生じた
場合には、保証書記載内容により、お買い上げの販売
店（または工事店）が修理いたします。その他の詳細は
保証書をご覧ください。
●保証期間経過後の修理については、お買い上げの
販売店にご相談ください。修理によって機能が維持で
きる場合は、お客様のご要望により有料修理いたしま
す。
●本製品が故障した場合、稼働していない時間に対す
る営業損失は補償対象外になります。

下記事項をお買い上げ販売店にご連絡ください。

① 故障の状況（できるだけくわしく）
② 品名と品番（5メガピクセル 屋内IRドーム型ネ
ットワークカメラ【JS-CW5031】、5メガピク
セル 屋外IRドーム型ネットワークカメラ
【JS-CW5041】）
③ お買い上げ年月日（保証書に記入）
④ 製造番号（保証書に記入）
⑤ お名前、おところ、電話番号

修理を依頼されるときは

■ 定期点検・保守について
特に監視用などでご使用の場合は、定期点検の実施をおすすめします。詳しくは、お買い上げ販売店（または工事店）
にご相談ください。

■ 万一故障が発生した場合は、お買い上げの販売店にお申し出ください。
　 本製品は当社保証規定に基づいて保証させていただいております。

この製品は「保証書」を別途添付しております。所定事項の記入および記載内容をご確認いただき、大切
に保管してください。

正常な使用状態で、保証期間内に万一故障が生
じた場合には、保証書記載内容により、お買い上
げの販売店（または工事店）が修理いたします。
その他の詳細は保証書をご覧ください。

●保証期間経過後の修理については、お買い上げの
販売店にご相談ください。修理によって機能が
維持できる場合は、お客様のご要望により有料
修理いたします。

●本製品が故障した場合、稼働していない時間に対す
る営業損失は補償対象外になります。

特に監視用などでご使用の場合は、定期点検の実施をおすすめします。詳しくは、お買い上げ販売店（ま
たは工事店）にご相談ください。

■ 保証について

■ 定期点検・保守について

■ 万一故障が発生した場合は、お買い上げの販売店にお申し出ください。
　 本製品は当社保証規定に基づいて保証させていただいております。

下記事項をお買い上げ販売店にご連絡ください。

① 故障の状況（できるだけくわしく）
② 品名と品番（9メガピクセル 屋外IR全方位
ネットワークカメラ【JS-CW1028A】）

③ お買い上げ年月日（保証書に記入）
④ 製造番号（保証書に記入）
⑤ お名前、おところ、電話番号

修理を依頼されるときは

〒105-5111 東京都港区浜松町2-4-1
世界貿易センタービルディング南館 11階

株式会社 日本防犯システム

www.js-sys.com/
本製品の仕様は製品の質を高めるために事
前の予告なく変更される場合があります。

ご購入元メモ欄


